低学年用　　　 ふりかえりシート　～つなみさいがいへん～
　　　　　　　　　小学校　　　年　　組 (くみ)　名前 (まえ)　　　　　　　　　　
津波の大きさによっては、ゆうに家屋の高さを超えるものもある。家の２階に上がっても、必ずしも助かるとは限らない。

①　つなみのせつめいとして、正しいもの２つに○をつけましょう。
　（　）　つなみは夏 (なつ)によく来 (く)る。
　（○）　つなみは、地 (じ)しんの後 (あと)におしよせて来 (く)るなみである。
　（○）　つなみが来 (く)ると、たてものや車などをこわしたり、海 (うみ)にながしたりして、大きなひがいが出る。
（　）　つなみが来 (き)た時 (とき)は、家 (いえ)の２かいに上がればかならずたすかる。

②　つなみがおこりやすい場 (ば)しょはどこでしょうか。正しいもの２つに○をつけましょう。
　（　）　山津波は川を遡ってくることがあることを押さえたい。

[bookmark: _GoBack]　（○）　川、川の近く
　（　）　おか
　（○）　海 (うみ)、海 (うみ)の近 (ちか)く

③　つなみが来 (く)ることをすぐに知 (し)ることができるもの３つに○をつけましょう。
（○）　テレビ
　（○）　ラジオ
　（　）　新聞 (しんぶん)
　（○）　ぼうさいほうそう

④　学校から帰 (かえ)った後 (あと)、友 (とも)だちと海 (うみ)にあそびに行 (い)きました。カニをとったり、つりをしたりしてあそんでいると、ゆれをかんじました。
この後 (あと)、どうしたらよいでしょうか。正しいもの１つに○をつけましょう。
　（　）　かるいゆれなら、気にしないであそびをつづける。海の近くで地震があった場合は、すぐに高台に避難することが重要である。家に避難しても、海抜が低い場所では身を守れないことを押さえたい。

　（　）　すぐに家 (いえ)に帰 (かえ)る。
　（　）　「ひなんしじ」があるまで、その場 (ば)でまつ。
　（○）　すぐに高い場 (ば)しょににげる。

☆　学しゅうを通 (とお)して思 (おも)ったことや考 (かんが)えたことを書 (か)きましょう。

